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【
論
文
】

一
八
世
紀
後
期
―
一
九
世
紀
初
期
の
長
崎
と
勘
定
所

　

―
松
山
惣
右
衛
門
（
伊
予
守
）
直
義
を
中
心
と
し
て
―

�

鈴
木　

康
子

　
　

は
じ
め
に

一
七
世
紀
末
に
、
幕
府
は
財
政
難
解
消
の
た
め
に
、
様
々
な
方
策
を
講
じ
て

い
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
長
崎
貿
易
か
ら
生
じ

る
利
益
銀
の
収
公
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
長
崎
に
貿
易
関
係
業
務
一
般
を
取

り
仕
切
る
長
崎
会
所
が
設
立
さ
れ
、
長
崎
に
対
し
て
運
上
金
も
課
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
職
の
勘
定
奉
行
荻
原
重
秀
自
身
が
異
国
商
売

方
見
分
と
し
て
長
崎
を
訪
れ
る
と
い
う
異
例
の
派
遣
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

正
徳
五
（
一
七
一
五
）
年
に
制
定
さ
れ
た
正
徳
新
例
に
よ
っ
て
長
崎
貿
易
の
規

定
が
細
か
く
定
め
ら
れ
、
長
崎
目
付
制
度
も
創
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
の
大
飢
饉
以
降
、
長
崎
貿
易
が
停
滞
し

た
状
態
に
陥
っ
た
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
勘
定
所
関
係
の
役
職
を
歴
任
し
て
き
た

荻
原
伯
耆
守
美
雅
が
佐
渡
奉
行
か
ら
長
崎
奉
行
に
転
任
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、勘
定
所
が
長
崎
貿
易
に
人
事
的
に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
に
は
現
職
の
勘
定
奉
行
松
浦
河
内
守
信
正

が
長
崎
奉
行
を
兼
任
し
て
、
長
崎
貿
易
改
革
を
実
施
す
る
に
至
り
、
勘
定
所
が

長
崎
貿
易
と
、
そ
の
構
造
を
把
握
し
、
干
渉
・
介
入
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
明

確
に
示
し
た
。
そ
し
て
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
石
谷
備
後
守
清
昌
が

八
年
間
に
わ
た
っ
て
両
職
を
兼
任
し
、
再
び
長
崎
貿
易
改
革
を
進
め
た
。
そ
の

際
、
石
谷
は
、
長
崎
に
勘
定
所
役
人
が
常
駐
す
る
制
度
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
崎
支
配
は
長
崎
奉
行
に
委
ね
ら
れ
る
が
、
長
崎
貿
易
に
つ
い

て
は
事
実
上
、
勘
定
所
の
監
視
下
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
勘
定
所
役
人
の
常
駐
制
度
の
中
か
ら
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀

初
期
の
長
き
に
わ
た
り
長
崎
担
当
の
専
管
的
な
役
割
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
勘
定
所
役
人
が
現
れ
た
。
そ
れ
が
、
松
山
惣
右
衛
門
（
伊
予
守
）
直
義

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
松
山
の
動
き
を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
松
山
の
よ
う

な
人
物
が
必
要
と
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
長
崎
、
長
崎
貿
易
、
そ
し
て
幕
府

の
対
外
政
策
を
中
心
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一　

石
谷
備
後
守
と
松
山
直
義
（
明
和
・
安
永
期
）

現
職
の
勘
定
奉
行
で
あ
る
石
谷
備
後
守
清
昌
が
長
崎
奉
行
を
兼
職
し
、
長
崎

貿
易
改
革
を
行
っ
た
の
は
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
か
ら
で
あ
る1

。
こ
の
改

革
の
中
で
石
谷
は
、
勘
定
所
役
人
の
長
崎
常
駐
制
度
を
創
設
し
た2

。
こ
の
制
度

は
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
継
続
さ
れ
て
い
く
。
そ

の
派
遣
状
況
を
文
化
年
間
ま
で
示
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、

松
山
直
義
が
常
駐
勘
定
役
人
と
し
て
初
め
て
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
の
は
明
和
五

（
一
七
六
八
）年
の
こ
と
で
あ
り
、こ
の
時
は
惣
十
郎
と
称
し
て
い
た
。
松
山
は
、

父
直
重
が
支
配
勘
定
を
勤
め
て
い
た
頃
、
支
配
勘
定
見
習
と
し
て
出
仕
し
始
め

る3

。『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
の
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
一
月
五
日
の

条
に
、「
七
十
四
歳
の
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
頭
脳
明
晰
で
、
日
本
の

商
取
引
に
は
何
か
ら
何
ま
で
通
じ
て
い
る
勘
定
吟
味
役
松
山
惣
右
衛
門
」
と
あ

り4

、一
方
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
、「（
天
明
）
六
年
七
月
十
六
日
家
を
継
。

時
に
五
十
歳
」
と
あ
る5

。
従
っ
て
、
初
め
て
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
明
和
五
年
の

時
、
松
山
は
三
〇
歳
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る6

。
長
崎
に
常
駐
す
る
勘
定
所

役
人
の
身
分
は
基
本
的
に
「
支
配
勘
定
」
で
あ
り
、
松
山
も
こ
の
時
に
は
す
で
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長崎到着
年月日 勘定所役人名 普請役人名 江戸へ出発

年月日

1798（寛政10）4. 4
9. 1

坂本伝之助
藤井順七郎

小林周助
下妻辰之丞

1799. 4．
1799. 9.29

1799（寛政11）4. 3
9.21

池永久次郎
滝沢佐太郎

大塚連八郎
松村忠一郎

1800. 4.16
1800.10. 7

1800（寛政12）4. 4
9.

若山弥一郎
中山継次郎

根立初五郎
小林周介

1801. 4.17
1801. 9.22

1801（享和元）4. 5
9. 7

人見藤左衛門
村井喜蔵

小島常五郎
羽田要蔵

1802. 4. 8
1802. 9.21

1802（享和２）4. 4
9. 4

久保十太夫
村田林右衛門

菊名直六
飯田清七郎

1803. 4.11
飯田
1803. 9.22
村田
1805. 3.27

1803（享和３）4. 6
9. 4

今井徳三郎◎ 落合文五郎
湯川善五郎

1804. 4.22
1805. 3.27

1804（文化元）4.11

9.10

松田伊左衛門
☆
大田直次郎

辻民右衛門

福永喜弥太

1805. 4.19

1805.10.10

1805（文化２）4. 9
10. 5

藤井順七郎
内藤兵右衛門

上条源次郎
林元左衛門

1806. 5.26
1806. 9.23

1806（文化３）4. 7 前田平右衛門　
村田林右衛門

河島序七郎
大河内九兵衛　

（7.17長崎死
去）

1807. 5. 4
村田
1807. 9.21

1807（文化４）4. 8
9. 5

伊藤斧五郎☆
村田継次郎

若田喜太夫
荒堀五兵衛

1808. 4.18
1808. 9.19

1808（文化５）4. 6
9. 3

人見藤左衛門
村田林右衛門

松本左七
河島敬太郎

1809. 4. 9
1809. 9.22

1809（文化６）4. 5
9. 7

若山弥一郎
山本雄三郎

直井剛八
西村常蔵

1810. 4.17
1810. 9.21

1810（文化７）4. 6
9. 7

大塚孝之助
内山半次郎

川村森八
河島序七郎

1811. 4.15
1811. 9.22

1811（文化８）4. 4
9. 5

藤井順七郎
羽田平五郎

落合清一郎
斉藤勝五郎

1812. 4.15
1812. 9.23

1812（文化９）4. 8

9. 7

橋爪頼助

今井徳三郎

町田喜藤太

小池雅助

町田
1813. 4.13
橋爪
1813.11. 1
1813. 9.22

1813（文化10）4. 6
10.21

9. 7

村田林右衛門
杉浦清市郎兵
衛

渡辺大之助

寺沢治部右衛
門

1814. 4.14
1815. 4.27

長崎到着
年月日 勘定所役人名 普請役人名 江戸へ出発

年月日

1814（文化11）4. 8
9. 6

藤井順七郎 河野権次郎
足立所左衛門

1815. 4.27
1815. 9.21

1815（文化12）4.20
9. 6

橋爪頼助
宮本政之進

堀内斧兵衛
（10.4長崎死
去）
大木三七郎

橋爪・大木
1816. 9.21
宮本
1817. 4.16

1816（文化13）2. 5 山本雄三郎 岡野次郎市
渡辺大之助

（7.21長崎死
去）

1817. 4.16
1817. 4.16

1817（文化14）4. 6
10. 3

大塚仁左衛門
内山半次郎

田村織右衛門
河野歴太郎

1818. 4.18
1818.10. 9

出典：『長崎実録大成』（長崎文献社　1973 年）393 － 401 頁、
『続長崎実録大成』（長崎文献社　1974 年）374 ～ 472 頁。
※は勘定役にある者　◎は支配勘定見習である者　☆は御目
見格支配勘定の者である。
⑴ 明和 3（1766）年に派遣された「北角松之亟」は、『寛政重
修諸家譜』（第 18 巻　344 頁）によれば、「北角松之丞茂棟」
のことである。
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長崎到着
年月日 勘定所役人名 普請役人名 江戸へ出発

年月日

1764（明和元）. 8.21 益田新助
岸本弥三郎

内藤源八
佐久間甚八

1765. 8.28
1766. 4.25

1765（明和２）. 8.15 金田富右衛門 上条幸十郎 1766. 9.25

1766（明和３）. 4.16
9. 8

北角松之丞⑴
市野七十郎

樋口宇右衛門
今泉又三郎

1767. 4.16 
1767. 9.22

1767（明和４）. 3.27
8. 2

加藤左市
坂野喜右衛門

早川富三郎
松村吉左衛門

1768. 4.10
1768. 9.22

1768（明和５）. 4. 2
9. 3

松山惣十郎
上羽与平次

保田定市
柑本佐兵衛

1769. 4. 9
1769. 9.13

1769（明和６）. 3.29
8.29

水谷祖右衛門
小出大助

和田清助
林忠助

1770. 4. 9
1770.10. 6

1770（明和７）. 3. 9
8.29

藤井順七郎
松山惣十郎

中村鉄蔵
三谷左一兵衛

1771. 4.18 
1771. 9.27

1771（明和８）. 4. 4
9. 5

一柳忠四郎
三島所左衛門

田村七郎次
秋月元三郎

1772. 6.23
1772. 9.23

1772（安永元）6.14
9.12

飯野喜右衛門
前田喜兵衛

山口鉄五郎
渡辺与惣七

1773. 4.15
1773. 9. 4

1773（安永２）4. 3
8.19

稲生金八郎
松山惣十郎

関和大夫
松井官兵衛

1774. 4.28
1774. 9.23

1774（安永３）4.15
9.11

川井源四郎
市野七十郎

萩野大八
長岡文兵衛

1775. 5.19
1775.10. 3

1775（安永４）5. 8
9.13

松井善八郎
稲生金八郎

山本又助
秋月元三郎

1776. 4.17
1776. 9.22

1776（安永５）3.29
8.25

上野勘右衛門
前田喜兵衛

村井喜蔵
内藤浅次郎

1777. 4. 7
1777. 9.26

1777（安永６）3.29
8.25

水上武平次
松井善八郎

関和大夫
猪俣吉兵衛

1778. 4. 5
1778. 9.22

1778（安永７）3.26
9. 3

内藤甚右衛門
上野勘右衛門

西原幸八郎
今井勘助

1779. 4. 8
1779. 9.22

1779（安永８）3.29
9. 1

中村与兵衛
服部伝右衛門

中田代右衛門
大木新蔵

1780. 4.11
1780. 9.22

1780（安永９）4. 5
9. 4

内藤甚右衛門
大貫与太郎

高島小左衛門
倉橋定之丞

1781. 5. 7
1781. 9.22

1781（天明元）5. 2
9. 2

内藤三郎右衛
門
平岩次郎兵衛

田口定八
川島彦蔵

1782. 4.10
1782. 9.22

1782（天明２）4. 6
9.10

三島所左衛門
大貫与太郎

岡野竜四郎
青島俊蔵

1783. 5.25
大貫
1783. 9.23
青島
1784. 4.6

長崎到着
年月日 勘定所役人名 普請役人名 江戸へ出発

年月日

1783（天明３）5. 7

9. 1

松山惣十郎※

岡本荘蔵

花田隼之助
（1783. 8. 1
長崎死去）

松山
1784. 9.28
1785. 4.28

1784（天明４）3.15
7.19 柑本久蔵

仲田藤蔵 1786. 5.15
1786. 5.15

1785（天明５）3.23
4.13 加藤吉三郎

平田恵十郎
河島藤八

1787. 5.22
1786.10. 9

1786（天明６）5.11

9.21

岡本荘蔵

松山惣十郎※

根立助九郎

平田市郎次

岡本
1787. 5.22
根立
1787. 9.22
1787. 9.22

1787（天明７）5.15
5. 4

9. 1

松長長三郎

佐久間甚八※

中村丈兵衛
（1787. 5.12
長崎死去）
田村七郎次・
萩野大八

1788. 4.14

佐久間・田村
1788.10. 2
萩野
1788. 4.14

1788（天明８）4. 4
9.11

小林幸八郎
松山惣右衛門
※

河島荘蔵
平田恵十郎

1789. 4.
1789.10. 4

1789（寛政元）4. 6
9.15

金子助三郎※
笹川運四郎

田辺安蔵
植野直次

1790. 9.22

1790（寛政２）9. 2
10.12 大島栄次郎

中島直五郎 1791. 9.21
1791. 9.21

1791（寛政３）6. 5
9. 2 江上（見）新五

郎

中村継次郎
星野瀬助

1792. 8. 4
1792. 9.28

1792（寛政４）7.26
9.13 吉本嘉右衛門

神谷貞一郎
田中又蔵

1793. 9.25
田中
1794. 5
吉本
1793. 9.25

1793（寛政５）9. 4 内藤兵右衛門 小島市五郎 1794. 9.25

1794（寛政６）5.15 若林磯八郎◎ 羽田要蔵
大越用助

1795. 4. 7
1795.10. 1

1795（寛政７）3.31
9.10

大島栄次郎
久保寺久蔵

宮田左右吉
辻民右衛門

1796. 4.15
1796. 9.22

1796（寛政８）4.12
9. 5

池永久次郎
橋爪栄助※

高津八之丞
山本亦助

1797. 4.24
1797. 9.25

1797（寛政９）4.19
9. 6

内藤兵右衛門
人見藤左衛門

大越用助
渡辺新右衛門

1798. 4.10
1798.10. 6

表１　長崎派遣勘定所役人（1764～1808）
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に
支
配
勘
定
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
い
つ
か
ら
支
配
勘
定
見
習
か
ら

支
配
勘
定
に
昇
進
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。

明
和
五
年
に
初
め
て
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
際
、
松
山
は
普
請
役
の
保
田
定
市

と
と
も
に
長
崎
に
、
同
年
四
月
二
日
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
の
九
月
三

日
に
は
石
谷
備
後
守
が
長
崎
在
勤
の
た
め
に
長
崎
に
到
着
し
た
。
こ
の
後
半
年

ほ
ど
松
山
は
、
石
谷
の
直
属
の
部
下
と
し
て
様
々
な
用
件
を
処
理
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
江
戸
の
勘
定
所
に
お
い
て
勘
定
奉
行
と
身
分
の
低
い
支
配
勘
定
が

対
面
し
て
直
接
何
回
も
話
し
合
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ

が
、
長
崎
で
は
、
勘
定
所
役
人
が
支
配
勘
定
の
二
人
と
普
請
役
二
人
の
み
で
あ

り
、
長
崎
奉
行
が
勘
定
奉
行
を
兼
職
し
て
い
た
た
め
、
双
方
が
極
め
て
近
い
存

在
と
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
石
谷
備
後
守
は
松
山
の
才
能
を
高
く
評

価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
松
山
の
父
直
重
は
支
配
勘
定

に
な
る
以
前
は
、
旧
紀
州
藩
士
が
多
く
所
属
し
て
い
た
広
敷
伊
賀
者
と
し
て
勤

め
て
い
た7

。
石
谷
も
紀
州
藩
出
身
幕
臣
二
世
で
も
あ
り
、
す
で
に
以
前
か
ら
松

山
の
評
判
は
他
の
旧
紀
州
藩
士
か
ら
聞
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

石
谷
備
後
守
は
、
こ
の
四
回
目
の
長
崎
在
勤
の
任
を
終
え
て
明
和
六

（
一
七
六
九
）
年
九
月
二
十
三
日
に
長
崎
を
出
立
し
、
翌
明
和
七
（
一
七
七
〇
）

年
六
月
十
七
日
に
、
約
八
年
間
務
め
た
長
崎
奉
行
職
を
解
か
れ
、
勘
定
奉
行
に

専
念
す
る
こ
と
と
な
っ
た8

。

と
こ
ろ
で
、
勘
定
奉
行
の
中
に
は
「
長
崎
掛
」
と
い
う
加
役
が
あ
り
、
す
で

に
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
に
は
、
当
時
の
勘
定
奉
行
で
あ
る
神
尾
春
央
が
そ

の
役
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る9

。そ
し
て
、宝
暦
二（
一
七
五
二
）

年
に
は
松
浦
河
内
守
信
正
が
そ
れ
を
継
承
し
た10

。
そ
の
後
、
一
七
六
〇
年
代
か

ら
は
石
谷
備
後
守
が
、
そ
の
担
当
と
な
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
の
な
い
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
石
谷
は
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
か
ら
安
永
八
（
一
七
七
九
）

年
ま
で
の
二
〇
年
あ
ま
り
勘
定
奉
行
を
務
め
て
い
た11

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
石
谷

が
一
七
六
〇
年
代
以
降
の
幕
府
に
よ
る
長
崎
貿
易
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
石
谷
の
補
佐
と
し
て
直
接
長
崎
の
諸
事
に
対
処

し
て
い
た
の
が
、
こ
の
松
山
直
義
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

松
山
が
一
回
目
の
長
崎
滞
在
を
終
え
て
長
崎
を
出
立
し
た
の
は
明
和
六

（
一
七
六
九
）
年
の
四
月
九
日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
明
和
七
年
の
八
月

二
十
九
日
に
は
再
び
、
常
駐
役
人
と
し
て
長
崎
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
れ
が
二

回
目
の
派
遣
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。
今
回
は
、
石
谷
の
後
任
と
し
て
勘
定
所

と
深
い
関
係
の
あ
る
佐
渡
奉
行
を
経
て
普
請
奉
行
と
な
っ
て
い
た
夏
目
和
泉
守

信
政
が
長
崎
奉
行
に
転
役
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
石
谷
は
長
崎
の
情
勢
に
疎
い

新
任
の
夏
目
の
補
助
と
し
て
松
山
を
抜
擢
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ

の
時
、
石
谷
備
後
守
が
松
山
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
書
付
を
渡
し
て
い
た
こ

と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
れ
は
、「
明
和
七
年
閏
六
月
、
松
山
惣
十
郎
長
崎
御
用

被
仰
付
、
出
立
前
石
谷
備
後
守
殿
被
成
御
渡
候
御
書
付
」
で
あ
り12

、
こ
の
書
状

に
は
、
御
国
益
重
視
の
方
針
、
長
崎
奉
行
の
補
助
と
な
っ
て
諸
事
取
締
、
奉
行

と
の
十
分
な
協
議
、
そ
し
て
長
崎
を
は
じ
め
往
復
の
旅
行
中
に
お
い
て
も
勘
定

所
役
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
専
横
な
振
舞
を
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
こ
と
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
の
書
状
以
前
に
、
石
谷
が
示
し
た
勘
定
所
役
人
の
長
崎
常
駐
制
度

の
発
端
や
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
、
常
駐
役
人
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て

記
し
た
書
状
に
つ
い
て
は
、
本
来
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
る
役
人
に
示
す
た
め
に
勘

定
所
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
勘
定
所
内
に

は
見
当
た
ら
ず
、紛
失
し
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て『
通

航
一
覧
』
で
は
、「
前
書
御
勘
定
方
御
普
請
役
、
毎
年
長
崎
表
江
被
差
遣
候
発

端
御
伺
書
、
并
石
谷
備
後
守
殿
御
渡
被
成
候
御
書
取
写
、
是
迄
交
代
の
時
々
引

継
候
書
面
相
見
え
不
申
候
処
、
右
は
御
趣
意
根
本
の
儀
に
も
有
之
候
間
、
松
山

伊
予
守
殿
江
申
上
、
此
度
写
し
致
し
有
来
候
被
仰
渡
書
帳
江
綴
入
申
候
」
と
あ
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る13

。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
書
状
の
写
を
、
当
時
長
崎
奉
行

と
な
っ
て
い
た
松
山
伊
予
守
（
直
義
）
が
所
持
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
勘
定

所
側
が
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
の
朱
書
が
あ
る
。
松
山
直
義
が
「
伊
予
守
」
と

称
す
る
の
は
、
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）
年
か
ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
山
は
、

五
〇
年
ほ
ど
以
前
の
石
谷
か
ら
の
書
状
や
常
駐
役
人
に
関
す
る
書
状
の
写
を
大

切
に
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

松
山
の
三
回
目
の
長
崎
派
遣
は
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
で
あ
っ
た
。
同

年
六
月
に
夏
目
和
泉
守
が
長
崎
在
勤
中
に
死
去
し
た
。
そ
こ
で
江
戸
在
勤
で

あ
っ
た
長
崎
奉
行
新
見
加
賀
守
が
急
遽
、
長
崎
へ
向
か
い
、
八
月
十
九
日
に
長

崎
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
松
山
も
新
見
と
と
も
に
長
崎
へ
常
駐
役
人
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
頃
は
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
抜
荷
も
相
次
い
で
発
覚
し

た
時
期
で
も
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
長
崎
奉
行
の
夏
目
和
泉
守
が
急
死
す
る
と

い
っ
た
事
態
と
な
り
、
こ
の
状
況
下
、
松
山
の
よ
う
な
熟
練
の
勘
定
所
役
人
が

長
崎
貿
易
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二　

天
明
期
に
お
け
る
松
山
の
長
崎
派
遣

松
山
の
四
回
目
の
派
遣
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
少
し
相
違
し
て
い
る
。
通
常
、
長
崎
へ
派
遣
さ

れ
常
駐
す
る
勘
定
所
役
人
は
「
支
配
勘
定
」
の
役
職
に
あ
る
者
に
限
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
松
山
は
す
で
に
安
永
七
（
一
七
七
八
）
年
に
「
勘
定
」
に
昇
進

し
て
い
た
。
勘
定
役
が
臨
時
に
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
り
、
勘
定
奉
行
と
長
崎
奉

行
を
兼
職
し
た
松
浦
河
内
守
や
石
谷
備
前
守
に
同
行
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、

そ
れ
ま
で
に
幾
つ
か
事
例
が
あ
る14

。
し
か
し
、
勘
定
所
役
人
の
長
崎
常
駐
制
度

に
お
い
て
勘
定
役
が
長
崎
に
滞
在
す
る
の
は
、
こ
の
制
度
創
設
以
来
松
山
が
初

見
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
天
明
期
に
入
る
と
長
崎
貿
易
が
そ
れ
ま
で

滞　在　期　間 滞在年月 滞在理由 役　職

１回目 明和5（1768）.4.2－明和6.4.9 １年 長崎常駐役人 支配勘定

２回目 明和7（1770）.8.29－明和8.9.27 １年１ヶ月 〃 〃

３回目 安永2（1773）.8.19－安永3.9.23 １年１ヶ月 〃 〃

４回目 天明3（1783）.5.7－天明4.9.28 １年と半年 〃 勘定

５回目 天明6（1768）.9.21－天明7.9.22 １年 〃 〃

６回目 天明8（1778）.9.11－寛政元（1789）.10.4 １年１ヶ月 〃 〃

７回目 寛政2（1790）.8.2－寛政7（1795）.2.13 ４年と半年 寛政改革後の
監視 勘定組頭格

８回目 寛政12（1800）.1.27－9.5 ７ヶ月 長崎奉行代行 勘定組頭

９回目 文化8（1811）.7.1－8.1 １ヶ月 商売見分 勘定吟味役

10回目 文化9（1812）.12.27－文化10.9.19 ９ヶ月 当地永続筋取締 〃

11回目 文化12（1815）.9.6－文化13.9.21 １年 長崎在勤 長崎奉行

表２　松山直義の長崎派遣・滞在表（1768－1816）
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以
上
に
複
雑
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
、
支
配
勘
定
だ
け
で
は
収

拾
が
つ
か
な
い
危
機
的
な
局
面
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

実
際
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
一
艘
も
来
航
せ
ず
、
し

か
も
天
明
の
大
飢
饉
の
影
響
で
長
崎
市
民
の
生
活
は
著
し
く
困
窮
し
、
混
乱
が

広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
へ
の
上
納
金
も
納
め
ら
れ
ず
、
こ
の
時
長

崎
在
勤
で
あ
っ
た
長
崎
奉
行
久
世
丹
後
守
広
民
は
、
諸
費
を
賄
う
た
め
に
、
そ

れ
ま
で
蓄
え
て
い
た
長
崎
用
意
銀
を
全
て
使
い
果
た
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た15

。
こ

の
長
崎
の
混
乱
と
経
済
的
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
本
来
常
駐
の
役
人
と
し

て
は
地
位
の
高
い
勘
定
職
に
あ
っ
た
松
山
の
派
遣
と
な
り
、
こ
れ
が
松
山
の
四

回
目
の
長
崎
派
遣
と
な
っ
た
。

こ
の
時
、
松
山
は
天
明
三
年
五
月
七
日
に
長
崎
へ
到
着
し
て
い
る
。
こ
の
松

山
の
滞
在
中
の
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
五
月
に
は
長
崎
在
勤
で
あ
っ
た
新
任

の
土
屋
駿
河
守
直
通
が
死
去
し
た16

。
そ
の
た
め
、
新
任
の
長
崎
奉
行
戸
田
出
雲

守
氏
孟
が
到
着
す
る
七
月
二
十
九
日
ま
で
の
期
間
、
松
山
が
長
崎
奉
行
の
職
務

を
代
行
し
た
後
、
同
年
九
月
末
に
長
崎
を
出
発
し
た
。
そ
の
後
、
戸
田
出
雲
守

は
長
崎
貿
易
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
が
、
翌
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
十

月
に
長
崎
に
お
い
て
急
死
し
た17

。

こ
の
長
崎
に
お
け
る
混
乱
状
態
を
打
開
す
べ
く
、
翌
天
明
六
（
一
七
八
六
）

年
九
月
に
再
び
松
山
が
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
。こ
れ
が
五
回
目
の
派
遣
と
な
る
。

相
次
ぐ
新
任
長
崎
奉
行
の
長
崎
に
お
い
て
の
死
去
、
と
り
わ
け
貿
易
改
革
を
断

行
し
て
い
る
最
中
に
急
死
し
た
戸
田
出
雲
守
死
去
以
後
の
幕
府
に
よ
る
長
崎
の

統
制
は
、
極
め
て
難
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
松
山
は
、

新
任
の
長
崎
奉
行
水
野
若
狭
守
忠
通
に
同
行
し
て
の
長
崎
入
り
と
な
っ
た
。
今

回
は
新
任
の
長
崎
奉
行
水
野
を
補
佐
し
つ
つ
、
混
乱
状
態
の
長
崎
へ
の
監
視
を

強
め
る
こ
と
が
松
山
の
役
割
で
あ
っ
た
。

天
明
期
の
松
山
の
長
崎
派
遣
は
ま
だ
続
い
た
。
五
回
目
の
水
野
に
随
行
し
て

長
崎
へ
行
き
、
江
戸
ヘ
戻
っ
て
か
ら
、
す
ぐ
翌
年
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
九

月
に
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
、
こ
れ
が
六
回
目
の
派
遣
と
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
そ

れ
ま
で
長
崎
在
勤
で
あ
っ
た
長
崎
奉
行
末
吉
摂
津
守
が
抜
荷
関
係
の
問
題
に
よ

り
長
崎
に
お
い
て
「
差
控
」
と
な
っ
て
い
た18

。
水
野
若
狭
守
が
二
回
目
の
長
崎

在
勤
で
あ
っ
て
も
、
松
山
の
手
腕
な
し
に
は
、
事
態
の
収
拾
が
難
し
い
と
の
判

断
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
山
が
江
戸
に
戻
っ
た
寛
政
元
（
一
七
八
九
）

年
十
二
月
十
五
日
の
『
徳
川
実
紀
』
に
は
、「
こ
の
日
勘
定
松
山
惣
右
衛
門
直

義
は
長
崎
御
用
骨
折
、
か
つ
年
労
を
褒
せ
ら
れ
、
七
十
俵
加
恩
あ
り
」
と
あ

り19

、
こ
れ
に
よ
り
松
山
は
百
俵
の
扶
持
高
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
勘
定
所
役
人
は
、
年
を
経
て
も
う
一
度
派
遣

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
松
山
の
よ
う
に
支
配
勘
定
時
代
に
三
回
、
勘
定
と

な
っ
て
も
三
回
（
い
ず
れ
も
天
明
期
）、
合
計
六
回
も
長
崎
常
駐
役
人
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
者
は
な
か
っ
た
。
表
１
に
よ
れ
ば
、
普
請
役
に
つ
い
て
は
長
崎
へ

再
度
や
っ
て
く
る
者
は
あ
ま
り
い
な
い
が
、
支
配
勘
定
は
、
何
回
か
長
崎
へ
派

遣
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
複
数
回
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
た
役
人
を
示
し
た
の
が
表

３
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
政
前
期
ま
で
大
部
分
が
二
回
ま
で
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
六
回
に
わ
た
る
松
山
の
長
崎
派
遣
は
、
極
め
て
例
外
的
な
事
例
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
松
山
の
常
駐
役
人
と
し
て
の
長
崎
滞
在
は
、

こ
の
天
明
期
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
勘
定
奉
行
の
中
で
長
崎
掛
と
し
て
松
山
の
才
能
を
高
く
評
価
し

て
い
た
石
谷
備
後
守
は
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
に
留
守
居
役
に
転
じ
て
い
る
。

そ
し
て
石
谷
の
後
任
と
し
て
勘
定
奉
行
と
な
っ
た
松
本
秀
持
が
長
崎
掛
を
引
き

継
ぎ20

、
天
明
期
の
長
崎
貿
易
政
策
に
は
松
本
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い

た21

。
し
か
し
、
田
沼
政
権
か
ら
松
平
定
信
政
権
に
移
行
す
る
と
、
松
本
は
天
明

六
（
一
七
八
六
）
年
に
勘
定
奉
行
を
退
い
た
。
そ
の
後
、寛
政
元
（
一
七
八
九
）

年
閏
六
月
に
は
、
天
明
前
期
に
長
崎
奉
行
を
務
め
、
そ
の
後
勘
定
奉
行
と
な
っ
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た
久
世
丹
後
守
が
長
崎
掛
と
な
っ
た22

。
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
に
久
世
が
同

職
を
退
く
と
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
任
で
あ
る
中
川
飛
騨
守
忠
英
が
長
崎
掛
と

な
り
、
そ
し
て
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
に
は
水
野
若
狭
守
に
交
代
し
、
文

化
七
（
一
八
一
〇
）
年
に
は
肥
田
豊
後
守
が
長
崎
掛
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
天
明
後
期
に
は
政
権
交
代
が
な
さ
れ
た
が
、
松
山
直
義
が

そ
の
後
も
引
き
続
き
勘
定
所
と
長
崎
を
繋
ぐ
重
要
な
人
物
と
し
て
、
そ
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
時
期
長
崎
貿
易
は
極
め

て
不
安
定
な
情
勢
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
勘
定
所
と
し
て
は
、
長
崎
掛
の
勘
定

奉
行
の
下
に
、
何
度
も
長
崎
滞
在
を
し
た
豊
富
な
経
験
、
そ
し
て
長
崎
と
長
崎

貿
易
に
対
す
る
深
い
知
識
を
有
す
る
、
特
定
の
専
門
職
的
な
存
在
が
不
可
欠
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
松
山
直
義
は
、
天
明
六
年
に
父
直
重
が
引
退
す
る
に
お
よ
び
、
家
督

を
相
続
し
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
直
義
は
「
惣
十
郎
」
と
称
し
て
い
た
が
、

こ
の
時
か
ら
父
の
称
し
て
い
た
「
惣
右
衛
門
」
の
称
呼
を
継
承
し
た
の
で
あ

る23

。三　

寛
政
期
に
お
け
る
松
山
の
派
遣

松
山
直
義
の
七
回
目
の
長
崎
派
遣
は
、
寛
政
改
革
に
よ
り
長
崎
貿
易
改
正
令

が
発
布
さ
れ
た
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
の
こ
と
で
、
今
回
は
、
長
崎
常
駐
制

度
に
よ
る
派
遣
で
は
な
く
、貿
易
改
正
令
発
布
に
伴
う
臨
時
の
派
遣
で
あ
っ
た
。

『
御
触
書
天
保
集
成
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　

寛
政
二
戌
年
三
月

　
　
　
　
　
　

御
勘
定
奉
行
え

近
年
廻
銅
不
進
ニ
付
、
長
崎
表
交
易
差
支

ニ
相
成
候
趣
ニ
候
、
当
時
銅
渡
シ
方
差
略

之
取
計
も
可
有
之
儀
、
且
又
会
所
銀
繰
之

儀
、
去
秋
以
来
少
々
甘
キ
候
趣
相
聞
候
得

共
、
猶
又
格
別
ニ
取
調
、
此
上
会
所
銀
之

備
相
立
候
様
取
計
専
要
之
儀
ニ
付
、
此
度

別
段
水
野
若
狭
守
御
取
締
被
仰
付
、
松
山

惣
右
衛
門
儀
も
詰
越
被
仰
付
候
事
ニ
候

間
、
被
得
其
意
、
惣
右
衛
門
え
も
可
被
申

渡
候
、（
傍
線
筆
者
）

氏　名 派遣された年
市野七十郎 明和三年、安永三年

坂野喜右衛門 明和四年、安永元年
三嶋所左衛門 明和八年、天明二年
前田喜兵衛 安永元年、安永五年
稲生金八郎 安永二年、安永五年
松井善八郎 安永四年、安永六年

上野勘右衛門 安永五年、安永七年
内藤甚右衛門 安永七年、安永九年
大貫与太郎 安永九年、天明二年
岡本荘蔵 天明三年、天明六年　

大島栄次郎 寛政二年、寛政七年
内藤兵右衛門 寛政五年、寛政九年
池永久次郎 寛政八年、寛政十一年

人見藤左衛門 寛政九年、享和元年、
文化五年

藤井順七郎※ 寛政十年、文化二年
若山弥一郎 寛政十二年、文化六年
中山継次郎 寛政十二年、文化四年

村田林右衛門 享和二年、文化三年、
文化五年、文化十年

山本雄三郎 文化六年、文化十三年
橋爪頼助 文化九年、文化十二年

※�『新訂寛政重修諸家譜』に名前が見出せないので、
後に何らかの罰を受けた可能性がある。

表３　長崎常駐役人を複数回務めた者
　　　（明和～文化年間、松山直義は除く）
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と
あ
る24

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
主
要
な
輸
出
品
で
あ
る
銅
の
長
崎
へ
の
集
荷
不
足

に
よ
り
長
崎
貿
易
が
停
滞
し
、
そ
の
う
え
、
長
崎
会
所
の
財
政
面
も
問
題
が
あ

る
た
め
、
よ
く
調
査
し
、
会
所
の
資
金
繰
り
が
う
ま
く
い
く
よ
う
対
策
を
と
る

た
め
、
長
崎
奉
行
水
野
若
狭
守
に
取
締
を
命
じ
、
そ
れ
に
加
え
て
松
山
直
義
も

派
遣
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
回
の
松
山
の
長
崎
滞
在

は
、
そ
れ
ま
で
の
一
年
程
度
の
滞
在
で
は
な
く
、
お
よ
そ
五
年
間
滞
在
す
る
よ

う
に
命
じ
ら
れ
、
こ
の
任
務
の
た
め
に
幕
府
は
松
山
を
勘
定
役
か
ら
勘
定
組
頭

格
に
昇
進
さ
せ25

、
水
野
若
狭
守
は
、
勘
定
奉
行
格
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

『
徳
川
実
紀
』
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
三
月
二
十
七
日
の
条
で
は
、「
長
崎
奉

行
水
野
若
狭
守
忠
通
勘
定
奉
行
末
班
に
あ
る
べ
し
と
な
り
。
勘
定
松
山
惣
右
衛

門
直
義
銅
銀
と
も
不
繰
合
に
よ
り
、
同
じ
与
頭
に
准
ぜ
ら
れ
、
な
が
く
長
崎
に

勤
務
す
べ
し
と
な
り
。
よ
て
勤
の
内
三
百
俵
高
に
な
し
下
さ
れ
、
年
々
金
百
両

た
ま
ふ
」
と
あ
る26

。
ま
た
、「
寛
政
年
録
」
で
は
、

　

�

長
崎
表
街
道
不
進
、
并
会
所
銀
繰
不
宜
節
に
付
、
為
取
締
暫
の
間
引
越
詰

切
被
仰
付
候
、
依
之
、
御
勘
定
組
頭
格
被
付
、
詰
越
三
百
俵
高
に
被
成
下
、

御
役
金
百
両
被
下
之
、

　

右
被
仰
付
旨
、
於
御
祐
筆
部
屋
縁
頬
、
老
中
列
座
和
泉
守
申
渡
之

　

同
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　
　

金
三
枚　

時
服
二
羽
織　
　
　

御
勘
定　
　
　

松
山
惣
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
配
勘
定
格　

平
田
恵
十
郎

　

�

右
者
、
長
崎
表
江
為
御
用
罷
越
候
に
付
、
御
暇
被
下
拝
領
物
被
仰
付
旨
、

於
右
筆
部
屋
縁
頬
、
越
中
守
申
渡
之
、
備
前
守
侍
座

と
あ
る27

。
前
述
の
よ
う
に
、
松
山
は
寛
政
元
年
に
百
俵
と
な
っ
た
が
、
長
崎
で

の
長
期
の
滞
在
の
た
め
に
、
翌
寛
政
二
年
に
は
三
百
俵
と
、
年
に
百
両
を
与
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
続
長
崎
実
録
大
成
』
に
よ
れ
ば
、

　

寛
政
二
庚
戌
年

　
　

御
勘
定
組
頭
格　

松
山
惣
右
衛
門　
　

支
配
勘
定
格　

平
田
恵
十
郎

　

�

右
長
崎
表
取
締
リ
ト
シ
テ
五
個
年
之
間
引
越
詰
切
被
仰
付
、
家
族
ヲ
携
エ

八
月
二
日
到
着
、
岩
原
屋
敷
ニ
在
留
、
寛
政
七
乙
卯
年
二
月
十
三
日
発
足

帰
府
有
之

と
あ
る28

。
幕
府
は
、寛
政
改
革
後
の
混
乱
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
さ
れ
、

そ
の
対
応
に
あ
た
る
た
め
、
そ
し
て
長
崎
貿
易
関
係
業
務
を
混
乱
な
く
統
括
し

て
い
く
た
め
に
長
崎
貿
易
と
、
そ
の
貿
易
業
務
に
つ
い
て
深
い
知
識
が
あ
る
松

山
に
五
年
間
と
い
う
勘
定
所
役
人
と
し
て
は
異
例
の
長
い
期
間
、
長
崎
に
滞
在

す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
寛
政
改
革
以
後
の
五
年
間
の
長
崎
滞
在
中
の
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年

閏
二
月
六
日
に
は
長
崎
在
勤
の
長
崎
奉
行
永
井
筑
前
守
直
廉
が
死
去
し
た29

。
新

た
に
任
命
さ
れ
た
平
賀
式
部
少
輔
貞
愛
が
六
月
一
日
に
長
崎
に
到
着
す
る
ま
で

の
三
ヶ
月
間
、
再
び
松
山
が
長
崎
奉
行
代
行
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
賀

は
、
そ
れ
ま
で
目
付
と
し
て
活
躍
し
、
目
付
の
四
天
王
の
一
人
と
目
さ
れ
、
優

秀
な
人
物
と
し
て
評
判
で
あ
っ
た30

。

松
山
は
寛
政
改
革
後
の
長
崎
監
視
の
た
め
の
長
期
滞
在
を
終
え
て
、
よ
う
や

く
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
二
月
に
長
崎
を
出
発
し
た31

。
そ
し
て
江
戸
に
戻
る

と
、
同
年
三
月
に
は
勘
定
組
頭
に
昇
進
し
た
の
で
あ
る32

。
そ
の
後
、
寛
政
十

（
一
七
九
八
）
年
に
蝦
夷
地
へ
ロ
シ
ア
船
が
渡
来
し
た
た
め
、
早
速
幕
府
は
検

使
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
一
団
の
中
に
、
勘
定
組
頭
の
松
山
惣
右

衛
門
も
含
ま
れ
て
い
た33

。
こ
の
検
使
一
行
は
、
同
年
四
月
に
江
戸
を
出
発
し
て
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お
り
、
お
そ
ら
く
翌
寛
政
十
一
年
の
春
ま
で
に
は
帰
府
し
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
松
山
は
次
の
長
崎
派
遣
が
す
ぐ
控
え
て
い
た
。

八
回
目
の
松
山
の
長
崎
派
遣
は
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
十
二
月
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
は
当
時
長
崎
在
勤
で
あ
っ
た
松
平
石
見
守
貴
強
の
急
死
の
た

め
、
そ
の
代
行
と
対
応
に
あ
た
る
た
め
で
あ
っ
た
。
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年

に
中
川
飛
騨
守
の
後
任
と
し
て
大
坂
町
奉
行
で
あ
っ
た
松
平
石
見
守
が
長
崎
奉

行
に
着
任
し
、
同
年
九
月
に
長
崎
へ
到
着
し
、
翌
十
年
に
江
戸
に
戻
っ
た
後
の

十
二
月
三
日
に
勘
定
奉
行
兼
職
を
命
じ
ら
れ
た34

。
そ
し
て
、
松
平
石
見
守
は
翌

寛
政
十
一
年
に
長
崎
在
勤
と
な
っ
て
二
ヶ
月
後
の
十
一
月
二
十
五
日
に
長
崎
に

お
い
て
死
去
し
た35

。
こ
の
事
態
を
受
け
て
、
急
遽
松
山
の
長
崎
派
遣
が
決
定
し

た
の
で
あ
る
。「
柳
営
日
次
記
」
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
一
己
未
年
十
二
月
十
三

日
に
松
山
に
対
し
て
「
長
崎
表
為
御
用
被
遣
候
に
付
被
下
旨
」
が
老
中
松
平
伊

豆
守
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
て
い
る36

。
そ
し
て
、
翌
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）

年
一
月
二
十
七
日
に
松
山
は
長
崎
に
到
着
し
た
。『
続
長
崎
実
録
大
成
』
に
よ

れ
ば
、

　

御
勘
定
組
頭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
普
請
役

　
　
　
　

松
山
惣
右
衛
門　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
林
右
衛
門

　

�

右
当
地
御
奉
行
松
平
氏
死
去
後
、
為
御
取
締
正
月
廿
七
日
到
着
、
岩
原
屋

舗
ニ
在
留
、
日
々
御
役
所
ニ
出
勤
、
御
代
官
高
木
作
右
衛
門
ト
共
ニ
権カ

リ

ニ
公
事
ヲ
取
計
ヒ
、
尚
又
六
月
中
、
天
草
郡
牛
深
湊
遠
見
番
所
并
ニ
海
辺

干
潟
ノ
場
新
開
ニ
可
相
成
地
所
等
見
分
ト
シ
テ
、
会
所
調
役
高
木
清
右
衛

門
同
吟
味
役
野
口
長
右
衛
門
召
連
罷
越
シ
、
無
程
帰
着
、
九
月
五
日
発
足
、

帰
府
有
之

と
あ
り37

、
長
崎
へ
到
着
後
、
松
山
は
代
官
の
高
木
作
右
衛
門
と
と
も
に
長
崎
の

統
治
を
、
長
崎
奉
行
の
代
行
と
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
来
な

ら
ば
、
江
戸
在
勤
で
あ
っ
た
朝
比
奈
河
内
守
が
長
崎
へ
向
か
う
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、朝
比
奈
は
、寛
政
十
二
年
年
正
月
二
十
八
日
に
新
番
頭
へ
転
役
と
な
っ

た
。長

崎
奉
行
・
勘
定
奉
行
の
両
職
兼
任
の
松
平
石
見
守
が
長
崎
到
着
直
後
に
死

去
し
た
こ
と
と
、
混
乱
の
中
で
の
朝
比
奈
の
わ
ず
か
一
年
半
と
い
う
短
す
ぎ
る

長
崎
奉
行
在
任
期
間
後
の
急
な
転
役
が
何
を
意
味
す
る
の
か
で
あ
る
。
松
平
石

見
守
が
両
職
を
兼
職
し
た
こ
と
に
よ
り
、松
浦
河
内
守
や
石
谷
備
後
守
と
同
様
、

幕
府
は
松
平
に
長
崎
貿
易
改
革
を
断
行
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ

ま
で
の
事
例
か
ら
明
白
で
あ
る38

。
そ
の
た
め
、
兼
任
直
後
の
長
崎
在
勤
に
お
い

て
の
松
平
の
急
死
は
幕
府
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
着
任
し
て
ま
だ
一
年
半
あ
ま
り
の
朝
比
奈
で
は
、
松

平
石
見
守
急
死
後
の
長
崎
の
統
治
は
難
し
い
と
の
判
断
で
、
急
遽
松
山
を
起
用

し
、
長
崎
奉
行
代
行
の
命
令
が
下
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
情
勢
も
極
め
て
難
し
い
局
面
に
直
面
し
て
い
た
。

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
オ
ラ
ン
ダ
本
国
は
、
一
七
九
五
年
に
フ
ラ
ン

ス
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ39

、
一
七
九
九
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
解

散
に
追
い
込
ま
れ
た40

。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
ア
ジ
ア
で
は
イ
ギ
リ
ス
勢
力
の

伸
張
が
著
し
く
、
一
七
九
六
年
に
は
ジ
ャ
ワ
島
も
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
が
及
ん
で

き
た
。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
か
ら
の
注
文
品
も
十
分
整
え
ら
れ
ず
、

寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
に
は
幕
府
へ
の
献
上
品
も
整
わ
ず
、
一
般
商
品
も
欠

乏
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
長
崎
奉
行
か
ら
叱
責
さ
れ
た41

。
し
か
も
松
平
石
見

守
が
両
職
を
兼
職
し
た
寛
政
十
年
の
三
月
に
は
出
島
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
四

月
に
は
参
府
の
帰
途
、
掛
川
に
お
い
て
商
館
長
ヘ
ン
ミ
ー
が
死
去
し
た42

。
そ
の

後
ヘ
ン
ミ
ー
の
不
正
な
商
業
帳
簿
の
改
竄
な
ど
も
露
顕
し
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
も

混
乱
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る43

。
オ
ラ
ン
ダ
船
に
関
し
て
も
、
寛
政
八
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（
一
七
九
六
）年
は
欠
航
と
な
り
、寛
政
九（
一
七
九
七
）～
享
和
三（
一
八
〇
三
）

年
の
間
日
本
へ
オ
ラ
ン
ダ
船
を
送
る
こ
と
が
出
来
ず
、
来
航
し
た
船
の
殆
ど
は

オ
ラ
ン
ダ
が
雇
っ
た
中
立
国
の
ア
メ
リ
カ
船
で
あ
り
、
し
か
も
オ
ラ
ン
ダ
船
よ

り
小
型
で
あ
っ
た44

。
そ
の
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
寛
政
十
（
一
七
九
八
）

年
に
年
間
貿
易
額
外
で
の
銅
一
二
万
五
千
斤
の
取
引
が
許
さ
れ
た
が45

、
こ
れ
も

意
味
の
な
い
も
の
と
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
以
降
の
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
は
厳
し
い
状
況

が
継
続
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
正
月
に
長
崎
に
到
着
し
た
松
山
は
、

新
た
に
設
置
さ
れ
た
天
草
郡
牛
深
の
遠
見
番
所
を
見
分
し
、
ま
た
豊
前
国
大
浦

に
も
番
所
を
設
置
し
、
抜
荷
対
策
を
強
化
し
た
。
一
方
、
新
任
の
長
崎
奉
行
は

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
十
二
月
二
十
四
日
に
、
勘
定
吟
味
役
で
あ
っ
た
肥

田
豊
後
守
頼
常
が
任
命
さ
れ46

、
翌
寛
政
十
二
年
四
月
に
長
崎
へ
到
着
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
松
山
は
、
同
年
九
月
に
長
崎
か
ら
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
朝
比
奈
の

後
任
に
は
翌
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
四
月
三
日
に
、
大
坂
町
奉
行
の
成
瀬
因

幡
守
昌
始
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る47

。

四　

文
化
年
間
の
対
外
交
渉
と
松
山
の
役
割

文
化
年
間
、
幕
府
は
対
外
交
渉
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
難
局
に
直
面
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
に
は
、
ロ
シ
ア
と
の
通
商
を

求
め
て
、
レ
ザ
ノ
フ
が
長
崎
へ
来
航
し
、
そ
れ
を
幕
府
は
拒
否
し
た
。
そ
の
た

め
、
レ
ザ
ノ
フ
は
翌
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
に
長
崎
を
去
っ
た48

。
し
か
し
、

文
化
三
・
四
（
一
八
〇
六
・
〇
七
）
年
に
、
そ
れ
に
対
す
る
ロ
シ
ア
側
の
報
復
と

も
思
え
る
ロ
シ
ア
船
に
よ
る
番
所
や
会
所
の
襲
撃
事
件
が
樺
太
と
択
捉
島
で
起

き
た
の
で
あ
る49

。
そ
し
て
、
こ
の
文
化
四
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
船
が
長
崎
に
薪

水
を
求
め
て
入
港
し
て
き
た50

。
さ
ら
に
、
翌
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
船
を
撃
つ
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
船
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
が
長
崎
へ
来
航
し

た
の
で
あ
る51

。
一
方
、
幕
府
に
と
っ
て
は
朝
鮮
通
信
使
の
対
馬
で
の
易
地
聘
礼

に
つ
い
て
の
李
氏
朝
鮮
側
と
の
交
渉
が
難
航
し
、
長
引
い
て
い
た
。
そ
の
交
渉

が
ま
と
ま
り
、
よ
う
や
く
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
五
月
に
対
馬
に
お
い
て
易

地
聘
礼
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た52

。
こ
の
よ
う
に
文
化
年
間
は
、
こ
れ
ま
で

外
交
関
係
が
な
か
っ
た
国
々
か
ら
の
船
の
長
崎
へ
の
来
航
が
相
次
い
だ
う
え
、

朝
鮮
通
信
使
の
問
題
も
抱
え
、
幕
府
は
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
本
格
的
に
対

外
政
策
の
練
り
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
た
時
期
に
あ
た
る
。

こ
の
文
化
年
間
に
お
い
て
も
松
山
惣
右
衛
門
直
義
は
昇
進
を
重
ね
て
い
く
。

ま
ず
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
九
月
二
十
六
日
に
勘
定
組
頭
か
ら
勘
定
吟
味

役
に
昇
進
し
た53

。
そ
の
直
後
に
、
こ
の
朝
鮮
通
信
使
の
対
馬
に
お
け
る
易
地
聘

礼
の
交
渉
と
準
備
の
た
め
に
対
馬
に
向
か
い
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
九
月

一
日
に
目
付
土
屋
帯
刀
直
廉
と
松
山
は
対
馬
国
検
使
と
し
て
の
役
目
を
終
え
て

江
戸
に
戻
っ
て
き
た54

。
そ
の
後
、
松
山
は
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
一
月
か
ら

は
、
前
年
十
月
に
松
前
奉
行
に
転
役
と
な
っ
た
村
垣
左
大
夫
に
替
わ
っ
て
対
州

御
用
掛
の
勘
定
吟
味
役
と
な
っ
た55

。
こ
れ
以
後
松
山
は
、
こ
の
交
渉
の
勘
定
所

に
お
け
る
実
務
方
の
実
質
的
な
責
任
者
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
十
二
月
十
五
日
に
は
、
対
馬
で
の
朝
鮮
通
信
使

の
対
応
の
た
め
に
、
大
目
付
井
上
美
濃
守
、
勘
定
奉
行
柳
生
主
膳
正
久
通
、
目

付
遠
山
左
衛
門
尉
景
晋
な
ど
と
と
も
に
、
松
山
も
対
馬
へ
向
か
っ
た56

。

こ
の
使
節
対
応
に
江
戸
か
ら
多
く
の
随
行
人
が
同
行
し
た
が57

、
こ
の
対
馬
で

の
通
信
使
の
対
応
が
終
了
す
る
と
、
柳
生
や
松
山
な
ど
の
一
団
は
長
崎
の
見
分

の
た
め
に
船
で
長
崎
へ
向
か
い
、
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
七
月
一
日
に
長
崎

へ
到
着
し
、
一
ヶ
月
程
度
滞
在
し
た
後
、
八
月
一
日
に
長
崎
を
出
発
し
て
江
戸

へ
戻
っ
て
い
っ
た58

。
こ
の
時
、
柳
生
は
西
役
所
、
松
山
は
岩
原
屋
敷
に
滞
在
し

た
。
柳
生
主
膳
正
の
家
来
は
六
〇
名
、
松
山
惣
右
衛
門
は
三
〇
名
で
あ
っ
た59

。
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こ
の
時
滞
在
し
た
際
に
入
用
し
た
品
々
に
つ
い
て
も
わ
か
っ
て
い
る60

。
こ
の
勘

定
所
上
層
部
に
よ
る
長
崎
見
分
は
、長
崎
へ
の
相
次
ぐ
外
国
船
の
来
航
も
あ
り
、

長
崎
の
海
防
面
の
状
況
を
見
分
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
前
年
の
文
化
七
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
航
し
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
達
は
、
彼
ら
一
行
の
長
崎
見
分
を
、

か
な
り
深
刻
に
受
け
止
め
て
い
た
。

こ
の
見
分
に
つ
い
て
、
当
時
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
で
あ
っ
た
ヅ
ー
フ
は
、
今
回

の
勘
定
所
上
層
部
を
中
心
と
す
る
長
崎
来
訪
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
に
つ
い

て
も
見
分
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
が
う
ま
く
い
く
か
は
、

今
年
オ
ラ
ン
ダ
船
が
一
隻
か
二
隻
来
航
す
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
し

て
い
る61

。
前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
一
七
九
〇
年
代
後
半
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
船
の

日
本
へ
の
航
行
は
難
し
く
な
っ
て
い
た
が
、表
４
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

文
化
年
間
に
は
そ
の
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ヅ
ー
フ
は
長
崎
の
出
島
で
松
山
た
ち
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、「
高
位
の
委

員
団
を
で
き
る
だ
け
丁
重
に
も
て
な
す
た
め
、
万
端
の
準
備
を
さ
せ
た
。
何
故

な
ら
ば
、
こ
れ
ら
両
名
の
方
々
す
な
わ
ち
柳
生
主
膳
正
様
お
よ
び
松
山
惣
右
衛

門
様
こ
そ
は
、
ま
さ
に
文
化
六
年
に
通
事
助
左
衛
門
お
よ
び
庄
左
衛
門
を
介
し

て
秘
密
の
質
問
を
さ
せ
た
、
あ
の
二
人
の
方
々
で
あ
り
、
し
か
も
幕
府
で
は
多

大
の
権
力
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
商
館
日
記
に
記
し
て
い
る62

。
こ
の

文
化
六
年
の
質
問
と
は
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
十
月
二
十
五
日
に
命
令
を

受
け
て
大
通
詞
石
橋
助
左
衛
門
と
本
木
庄
左
衛
門
に
よ
り
商
館
長
ヅ
ー
フ
に
な

さ
れ
た
質
問
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
化
五
年
に
起
き
た
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事

件
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
の
統
治
の
推
移
や
、
ア
メ
リ
カ
人
と
イ
ギ

リ
ス
人
の
関
係
、
ア
メ
リ
カ
人
の
通
商
先
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
と
の
争
い
、

オ
ラ
ン
ダ
の
通
商
先
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
も
の
で
あ
る63

。

実
際
、
オ
ラ
ン
ダ
人
が
憂
慮
し
て
い
た
よ
う
に
、
今
回
、
柳
生
と
松
山
が
長

崎
に
滞
在
し
て
い
た
時
に
、
通
詞
が
西
役
所
に
呼
ば
れ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
情
勢

に
つ
い
て
詰
問
さ
れ
て
い
る
。「
文
化
八
年
未
七
月　

御
内
密
御
尋
之
儀
ニ
付

御
答
申
上
候
書
付
」
に
よ
れ
ば
、
七
月
二
十
五
日
に
柳
生
が
滞
在
し
て
い
た
西

役
所
に
大
小
通
詞
と
目
付
が
呼
ば
れ
、
柳
生
と
松
山
、
長
崎
奉
行
の
曲
渕
甲
斐

守
を
前
に
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
状
況
に
つ
い
て
聞
か
れ
た64

。
そ
の
内
容
を
み
る

と
、
す
で
に
前
年
、
江
戸
に
お
い
て
幕
府
側
が
オ
ラ
ン
ダ
大
通
詞
に
対
し
て
質

問
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、「
去
秋
江
戸
表
に
て
紅
毛
本
国
之

成
行
内
実
之
次
第
か
ひ
た
ん
江
、
内
々
相
尋
申
聞
候
申
含
、
庄
左
衛
門
帰
郷
之

上
当
所
ニ
て
も
助
左
衛
門
庄
左
衛
門
江
申
含
、
か
ひ
た
ん
江
相
尋
、
翌
巳
正
月

右
両
人
よ
り
答
書
差
出
、
同
年
秋
紅
毛
船
渡
来
之
節
申
聞
候
趣
も
最
前
申
聞
候

趣
ニ
相
答
儀
も
無
之
、
其
後
者
渡
来
も
無
之
候
間
、
彼
国
之
様
子
も
不
相
分
義
、

勿
論
可
有
之
候
得
共
当
年
も
今
以
入
津
無
之
、
当
時
ニ
而
者
か
ひ
た
ん
何
与
考

蘭船 唐船

文化元年 2 11

文化２年 1 12

文化３年 2 5

文化４年 2 7

文化５年 － 11

文化６年 1 10

文化７年 － 11

文化８年 － 9　その他２※

文化９年 － 9　その他３

文化10年 2 12

文化11年 1 7

文化12年 － 10　その他１

文化13年 － 14

文化14年 2 6

出典：『続長崎実録大成』419 ～ 463 頁
※「その他」とは番外船のことである。

表４　文化年間の蘭船・唐船来航数
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居
候
哉
、物
語
ニ
而
も
い
た
し
候
義
ニ
可
有
哉
、承
度
事　
　

未
七
月
」と
あ
り
、

昨
年
秋
に
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
情
勢
な
ど
聞
き
た
い
と
し
た
が
、
昨
年
は
オ
ラ
ン

ダ
船
が
来
航
せ
ず
、
今
年
も
未
だ
来
航
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
商
館
長

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
と
、
苛
立
ち
を
隠
さ
ず
詰
問
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
れ
に
対
し
て
ヅ
ー
フ
は
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
船
は
日
本
へ
向
け
て
出
航

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
海
上
で
事
故
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
宝

暦
十
二
年
の
時
の
よ
う
に
風
に
煽
ら
れ
て
台
湾
島
周
辺
を
漂
っ
て
、
大
幅
に
遅

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
最
近
沈
没
な
ど
の
海
難
が
多
い
の
で
財
政
的

に
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
、
敵
国
の
妨
害
に
あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

様
々
な
起
こ
り
う
る
原
因
を
あ
げ
て
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
様
々
な
理
由
が
あ
る

の
で
、
現
時
点
で
何
と
も
定
め
が
た
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
松
山
に
と
っ
て
九
回
目
と
な
る
長
崎
滞
在
は
、
対
馬
で
の
朝
鮮
通
信
使

と
の
交
渉
が
終
了
し
、
次
の
長
崎
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
問
題
が
松
山
の
新

た
な
仕
事
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
は
、
一
旦
江
戸

に
戻
っ
た
松
山
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
文
化
八
年
も
前
年
と
同
様
に
、
オ
ラ
ン
ダ

船
の
来
航
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
翌
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
は
再
び

長
崎
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
十
二
月
に
は
長
崎
に
到
着
し
た
。
こ

れ
が
松
山
に
と
っ
て
一
〇
回
目
の
長
崎
派
遣
と
な
っ
た
。

今
回
の
目
的
は
、『
続
長
崎
実
録
大
成
』
で
は
「
当
地
永
続
筋
取
締
」
と
あ

り65

、
一
方
、『
長
崎
略
史
』
で
は
、「
長
崎
永
続
方
法
の
為
め
特
派
す
る
也
」
と

な
っ
て
お
り66

、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
確
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ
ラ

ン
ダ
商
館
長
ヅ
ー
フ
の
日
記
で
は
、
到
着
前
に
人
々
が
そ
の
目
的
を
め
ぐ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
を
巡
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
長
崎
の
す

べ
て
の
役
人
が
そ
の
収
入
を
減
ら
さ
れ
る
と
恐
れ
て
い
た
し
、
ま
た
唐
人
と
の

貿
易
取
引
に
関
す
る
指
導
も
そ
の
目
的
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
こ
の
七
四
歳
に
も
か
か
わ
ら
ず
非
常
に
頭
脳
明
晰
で
長
崎
に
お
け
る

貿
易
に
精
通
し
て
い
る
松
山
が
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
実
施
し
た
と
し
て
も
何

も
対
処
で
き
な
い
と
い
っ
た
あ
き
ら
め
の
空
気
が
流
れ
て
い
た67

。
そ
し
て
『
オ

ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
の
文
化
十
年
二
月
二
五
日
の
条
で
は
、

　

�

今
日
私
は
、
上
使
松
山
様
が
当
地
に
派
遣
さ
れ
た
目
的
は
、
も
し
今
年
わ

れ
わ
れ
の
船
が
来
な
か
っ
た
ら
、
長
崎
の
役
人
た
ち
や
ま
た
住
民
た
ち
を

中
国
貿
易
だ
け
で
成
り
立
た
せ
る
方
法
を
協
議
す
る
こ
と
で
あ
り
、
万
一

オ
ラ
ン
ダ
船
が
一
隻
で
も
来
た
ら
例
外
な
こ
と
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
聞
い
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
万
能
の
神
が
わ

れ
わ
れ
に
今
年
速
や
か
な
成
果
を
与
え
た
ま
わ
ん
こ
と
を
祈
っ
た
。
も
し

船
が
一
隻
も
到
着
し
な
か
っ
た
ら
、
日
本
人
が
、
今
な
お
残
っ
て
い
る
七

人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
を
ど
う
取
り
扱
う
か
は
謎
で
あ
る
。

と
あ
る68

。
そ
の
後
、
同
年
四
月
に
は
、
松
山
は
オ
ラ
ン
ダ
人
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
日
本
か
ら
の
輸
出
品
と
そ
の
数
量
、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が
当
地
に
初
め

て
来
た
年
や
、
初
め
て
朱
印
状
を
家
康
か
ら
貰
っ
た
年
な
ど
を
尋
ね
た69

。
こ
う

し
た
質
問
は
、
確
か
に
ヅ
ー
フ
が
危
惧
す
る
よ
う
に
、
松
山
は
、
オ
ラ
ン
ダ
貿

易
を
断
絶
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
た
め
の
諸
資
料
を
収
集
し
よ
う
と
し
て
い
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
、
そ
し
て
ヅ
ー
フ
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
に
、
上
使
と
し
て
松
山

が
滞
在
し
て
い
た
こ
の
文
化
十
年
に
は
、
久
し
ぶ
り
に
二
艘
の
船
が
長
崎
に
来

航
し
た
。
し
か
し
、
実
は
こ
れ
ら
の
船
は
ジ
ャ
ワ
島
を
占
領
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
の
総
督
ラ
ッ
フ
ル
ズ
が
派
遣
し
た
も
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
か
わ
っ
て
今
後
は

イ
ギ
リ
ス
が
日
本
と
の
貿
易
を
引
き
継
ぐ
目
的
の
た
め
に
来
航
し
た
の
で
あ

る70

。
そ
の
責
任
者
と
し
て
来
航
し
た
の
は
、
か
つ
て
の
ヅ
ー
フ
の
上
司
で
あ
る

元
日
本
商
館
長
で
オ
ラ
ン
ダ
人
の
ワ
ル
デ
ナ
ー
ル
で
あ
っ
た71

。
そ
こ
で
、
ヅ
ー
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フ
は
、
文
化
五
年
に
起
き
た
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
に
よ
り
日
本
側
の
イ
ギ
リ
ス

へ
の
態
度
は
硬
化
し
て
お
り
、
今
回
来
航
し
た
船
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ

た
も
の
と
日
本
側
に
知
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
二
艘
の
船
は
焼
か
れ
、
乗
組
員

は
全
員
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
明
し
た72

。
そ
し
て
、
ヅ
ー
フ
は
、
こ
れ

ら
の
船
は
オ
ラ
ン
ダ
船
と
し
て
取
引
し
て
帰
る
よ
う
に
説
得
し
、
結
局
、
両
者

の
間
で
協
約
書
が
作
成
さ
れ
、
ヅ
ー
フ
の
思
惑
通
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
と
し
て
取

引
を
し
て
帰
航
す
る
こ
と
と
な
っ
た73

。
商
館
長
ヅ
ー
フ
に
と
っ
て
は
、
日
蘭
貿

易
存
続
の
た
め
で
は
あ
る
が
、
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。
ヅ
ー
フ
の
秘
密
日
記
で
は
、「
も
し
今
年
船
が
入
港
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
春
か
ら
当
地
に
滞
在
し
て
い
る
上
使
の
松
山
惣
右
衛
門
様
は
、
わ
れ
わ

れ
を
不
用
で
役
に
た
た
な
い
も
の
と
し
て
、
中
国
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
送
還
さ
せ

た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
一
旦
こ
の
国
か
ら
追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
再
び
前
と

同
様
に
来
訪
す
る
方
法
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
い
る74

。

と
も
か
く
も
、
こ
の
年
に
二
艘
の
船
が
来
航
し
た
こ
と
に
よ
り
、
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
人
は
日
本
人
に
対
す
る
そ
れ
ま
で
の
負
債
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
側
と
し
て
は
外
国
の
情
報
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
の
情
報
や
外
国
対
策
に
対

し
て
助
言
を
得
る
う
え
で
オ
ラ
ン
ダ
の
存
在
は
重
要
性
を
増
し
て
い
た
。
し
か

し
、
一
方
で
オ
ラ
ン
ダ
船
が
来
航
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
貿
易
上
の
損
失
が

大
き
く
な
り
そ
の
対
処
に
日
本
側
も
困
惑
し
て
い
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
今
回
船
が
来
航
し
た
こ
と
は
幕
府
側
に
と
っ
て
も
都
合
の
よ

い
こ
と
で
あ
り
、
日
蘭
貿
易
を
継
続
す
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、
同
年
九
月

十
九
日
に
松
山
は
長
崎
を
立
っ
た
。
松
山
は
滞
在
の
最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
船
に

対
す
る
警
戒
か
、
ヅ
ー
フ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
た
よ

う
で
、「
文
化
十
癸
酉
十
月　

御
尋
之
儀
ニ
付
内
密
申
上
候
書
付
」
が
幕
府
に

提
出
さ
れ
て
い
る75

。
こ
れ
は
、
ヅ
ー
フ
が
江
戸
時
代
初
期
の
イ
ギ
リ
ス
と
日
本

と
の
交
易
、
そ
の
後
の
断
絶
か
ら
延
宝
期
の
リ
タ
ー
ン
号
の
来
航
な
ど
に
つ
い

て
答
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ヅ
ー
フ
は
文
化
十
年
に
来
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
船

と
の
交
渉
で
、日
本
側
の
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
警
戒
感
の
高
さ
を
強
調
し
た
が
、

実
際
、こ
の
質
問
を
見
る
と
、そ
れ
は
確
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ヅ
ー
フ
は
、
今
後
、
ま
た
数
年
に
わ
た
っ
て
船
が
来
航
し
な
け
れ
ば
、
中
国

人
や
ロ
シ
ア
人
に
対
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
許
し
て
い
た
条
件
で
貿
易
が
な
さ
れ
る

に
違
い
な
い
と
危
惧
し
て
い
た76

。と
こ
ろ
が
、そ
の
翌
年
文
化
十
一（
一
八
一
四
）

年
に
も
再
び
、
イ
ギ
リ
ス
船
が
一
艘
来
航
し
た
。
今
回
も
、
ヅ
ー
フ
は
オ
ラ
ン

ダ
船
と
し
て
扱
う
こ
と
を
同
意
さ
せ
、
帰
航
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ

る77

。松
山
の
最
後
の
派
遣
は
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
九
月
の
こ
と
で
、
実
に

一
一
回
目
の
長
崎
派
遣
と
な
る
。
し
か
し
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
、

松
山
は
長
崎
奉
行
と
な
っ
て
の
長
崎
在
勤
で
あ
っ
た
。
松
山
は
、
文
化
十
二
年

六
月
十
七
日
に
長
崎
奉
行
と
な
り
三
百
俵
と
な
っ
た78

。
そ
し
て
七
月
一
日
に
長

崎
へ
赴
任
す
る
に
あ
た
り
従
五
位
下
伊
予
守
に
叙
爵
さ
れ
た
の
で
あ
る79

。
し
か

し
、
こ
の
時
松
山
は
、
す
で
に
七
七
歳
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
一
回
の
み
の
長
崎
在
勤
で
、
文
化
十
四
（
一
八
一
七
）
年
六
月
に
は
籏
奉
行

に
転
役
し
た
。
こ
の
松
山
の
長
崎
奉
行
へ
の
昇
進
は
、
松
山
の
こ
れ
ま
で
の
功

績
に
対
し
て
、名
誉
的
に
与
え
ら
れ
た
役
職
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
松
山
に
と
っ
て
長
崎
奉
行
と
し
て
の
滞
在
の
際
に
、
松
山
の
用
人
池
田
再

兵
衛
の
下
人
旧
蔵
が
関
係
し
た
贈
収
賄
事
件
が
発
覚
し
た
こ
と
も80

、
松
山
の
再

度
の
長
崎
在
勤
を
難
し
く
し
、
転
役
を
早
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

以
上
、
松
山
惣
右
衛
門
（
伊
予
守
）
直
義
を
中
心
に
、
一
八
世
紀
末
か
ら

一
九
世
紀
初
期
に
至
る
長
崎
の
諸
状
況
と
勘
定
所
の
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
き
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た
。明

和
元
（
一
七
六
四
）
年
よ
り
勘
定
所
が
長
崎
貿
易
の
監
視
・
掌
握
の
た
め

に
勘
定
所
役
人
に
よ
る
長
崎
常
駐
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
派
遣
役
人
の
中

か
ら
松
山
直
義
と
い
う
長
崎
と
勘
定
所
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
を
持
つ
人
物
が
現

れ
た
の
で
あ
る
。
松
山
は
、
こ
の
制
度
を
創
設
し
た
勘
定
奉
行
石
谷
備
後
守
清

昌
に
よ
り
抜
擢
さ
れ
、
そ
の
後
新
任
の
長
崎
奉
行
と
と
も
に
長
崎
へ
行
く
こ
と

も
あ
り
、
長
崎
在
勤
の
長
崎
奉
行
の
死
去
に
伴
い
、
そ
の
奉
行
代
行
と
い
う
役

目
も
た
び
た
び
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

松
山
は
、
一
七
七
〇
年
代
後
半
に
勘
定
職
に
昇
進
し
た
た
め
、
本
来
な
ら
ば

そ
れ
以
降
、
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
長
崎
の

状
況
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
七
八
〇
年
代
の
天

明
期
に
は
、
大
飢
饉
の
影
響
や
オ
ラ
ン
ダ
船
の
不
安
定
な
来
航
に
よ
り
、
長
崎

貿
易
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
。
そ
の
う
え
、
貿
易
改
革
を
断
行
し
た
戸
田
出

雲
守
の
急
死
な
ど
不
穏
な
事
態
も
生
じ
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
松

山
は
何
回
も
長
崎
を
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
崎
の
情

勢
を
熟
知
し
て
い
る
松
山
以
外
に
、
勘
定
所
内
で
、
そ
の
混
乱
状
態
を
沈
静
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
物
が
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
石

谷
が
勘
定
奉
行
を
退
い
た
後
も
、
そ
し
て
田
沼
政
権
か
ら
松
平
政
権
へ
移
行
す

る
一
七
八
〇
年
代
後
半
以
降
も
、
松
山
が
重
用
さ
れ
続
け
た
の
で
あ
る
。

松
山
は
寛
政
二
年
に
発
布
さ
れ
た
貿
易
改
革
以
降
、
五
年
間
の
長
崎
滞
在
も

命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
厳
し
い
貿
易
政
策
を
断
行
し
た
後
に
予
想
さ
れ
る
混

乱
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
貿
易
改
革
後
の
監
視
と
し
て
勘
定

所
役
人
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
、
五
年
間
と
い
う
長
い
期
間
勘
定
所
役
人
が
滞

在
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
寛
政

期
に
入
っ
て
か
ら
も
松
山
の
手
腕
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
後
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
長
崎
奉
行
と
勘
定
奉
行
を
兼
職

し
て
長
崎
へ
赴
い
た
松
平
石
見
守
が
、
長
崎
へ
到
着
し
た
二
ヶ
月
後
に
死
去
す

る
に
お
よ
び
、
そ
の
代
行
と
し
て
長
崎
へ
急
遽
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
江
戸
在
勤

の
長
崎
奉
行
朝
比
奈
河
内
守
で
は
な
く
、
勘
定
組
頭
の
松
山
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
松
山
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
勘
定
所
が
長
崎
貿
易
へ
の
支
配
を
強

め
て
き
た
中
で
、
勘
定
奉
行
の
中
で
長
崎
掛
を
設
置
し
、
長
崎
に
常
駐
の
勘
定

所
役
人
を
配
属
し
た
だ
け
で
は
不
十
分
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
の
勘
定
所
と
長
崎
を
繋
ぐ
存
在
、
長
崎
で
問
題
が
起
き

れ
ば
す
ぐ
に
長
崎
へ
赴
い
て
対
処
で
き
る
、
い
わ
ば
長
崎
対
応
を
専
管
と
す
る

熟
練
の
勘
定
所
役
人
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
い
た
の
で

あ
る
。
松
山
が
勘
定
吟
味
役
と
い
う
高
い
地
位
に
つ
く
と
、
表
１
・
３
で
み
る

よ
う
に
、
人
見
藤
左
衛
門
や
村
田
林
右
衛
門
な
ど
の
支
配
勘
定
が
、
勘
定
所
役

人
と
し
て
長
崎
に
何
回
も
常
駐
す
る
よ
う
に
な
る
。

文
化
年
間
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
が
な
い
年
が
珍
し
く
な
く
な
り
、
日

蘭
貿
易
の
危
機
的
状
況
が
続
い
た
。
こ
の
期
間
、
ず
っ
と
商
館
長
を
務
め
、
日

本
事
情
に
も
詳
し
い
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ヅ
ー
フ
と
長
崎
と
長
崎
貿
易
に
熟
知
し

た
松
山
と
の
対
決
と
い
う
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
両
者
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
貿

易
断
絶
か
存
続
か
の
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
幸
運

に
も
松
山
が
決
断
す
べ
き
時
と
し
て
長
崎
を
訪
れ
た
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年

に
、
イ
ギ
リ
ス
船
が
来
航
し
、
こ
れ
を
ヅ
ー
フ
が
説
得
し
て
オ
ラ
ン
ダ
船
と
し

て
取
引
で
き
た
た
め
に
、日
蘭
貿
易
の
断
絶
の
危
機
は
回
避
で
き
た
の
で
あ
る
。

松
山
が
最
後
に
長
崎
奉
行
松
山
伊
予
守
と
し
て
長
崎
へ
来
た
の
は
す
で
に

七
七
歳
頃
の
時
で
あ
り
、
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
実
に
一
一
回
目
の
長
崎
派

遣
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
の
松
山
の
功
績
に
対
す
る
恩
賞

と
し
て
の
昇
進
と
思
わ
れ
る
。
松
山
は
、
宝
暦
期
か
ら
文
化
期
の
長
崎
貿
易
が

非
常
に
不
安
定
な
五
〇
年
あ
ま
り
の
期
間
、長
崎
と
長
崎
貿
易
に
深
く
関
わ
り
、

長
崎
奉
行
を
補
助
し
つ
つ
、
時
に
は
長
崎
奉
行
代
行
と
な
り
、
長
崎
を
管
理
・
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監
視
す
る
幕
府
側
の
大
き
な
要
、
切
り
札
と
も
言
え
る
存
在
と
な
っ
た
。
こ
う

し
た
松
山
の
よ
う
な
人
物
な
く
し
て
、
こ
の
期
間
の
幕
府
勘
定
所
に
よ
る
長
崎

支
配
、長
崎
貿
易
の
維
持
は
難
し
か
っ
た
と
言
え
る
。従
っ
て
、松
山
の
存
在
は
、

こ
の
時
代
が
生
ん
だ
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
こ
の
時
代
前
後
に
は
見
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
こ
の
不
安
定
な
時
代
の
象
徴
的
な
存
在
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
花
園
大
学
文
学
部
教
授
）
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  1
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行
の
研
究
』
思
文
閣
出
版  

二
〇
〇
七
年　

二
五
二
～

三
〇
一
頁
、
第
八
章　

宝
暦
～
明
和
期
の
長
崎
貿
易
改
革
を
参
照
の
こ
と
。

  2
同
右　

二
六
五
頁
、「
某
留
書
」『
通
航
一
覧
』
第
四
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
年　

一
五
三
頁
。

  3
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
〇
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
六

年　

一
七
二
頁
。

  4
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
五　

雄
松
堂
出
版　

一
九
九
四

年　

二
五
八
頁
）。

  5
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
〇
巻　

一
七
二
頁

  6
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
の
一
八
一
三
年
一
月
一
一
日
の
条
で
、
松

山
は
七
四
歳
と
な
っ
て
い
る
（
五
～
二
五
八
頁
）、
そ
し
て
一
八
一
五
年
八
月

一
七
日
の
条
で
は
、
七
六
歳
と
な
っ
て
い
る
（『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』

六　

雄
松
堂
出
版　

一
九
九
五
年　

八
二
頁
）。
さ
ら
に
一
八
一
五
年
一
二
月

一
五
日
の
条
で
は
、「
長
崎
奉
行
松
山
伊
予
守
様
が
出
島
に
来
た
。
現
在
七
七

歳
で
」
と
あ
る
（
六
～
一
四
二
頁
）。
こ
の
史
料
か
ら
推
す
る
に
、
松
山
は
新

暦
一
八
一
四
年
の
八
月
中
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
の
間
に
誕
生
日
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
と
す
れ
ば
、
一
八
一
二
年
に
七
四
歳
、
一
三
年
に
七
五
歳
、
一
四
年
に

七
六
歳
、
一
五
年
の
秋
に
七
七
歳
で
あ
る
か
ら
、
生
ま
れ
た
の
は
一
七
三
八
年

と
な
り
、
一
七
六
八
年
に
は
三
〇
歳
く
ら
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
寛

政
重
修
諸
家
譜
』
で
は
、
一
七
八
六
年
七
月
十
六
日
段
階
で
五
十
歳
と
な
っ
て

い
る
。
数
え
年
で
の
記
載
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

一
七
三
六
年
か
三
五
年
の
生
ま
れ
と
な
る
（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第

二
〇
巻　

一
七
二
頁
）。

  7
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
第
二
〇
巻　

一
七
二
頁
）
に
お
い
て
、
松
山
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の
家
系
は
、
父
で
あ
る
惣
右
衛
門
直
重
か
ら
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
松
山
家
は
も

と
伊
賀
者
で
あ
り
、
一
五
八
二
（
天
正
十
）
年
に
家
康
が
堺
か
ら
伊
賀
を
抜
け

て
三
河
に
戻
る
際
に
、
伊
賀
路
を
先
導
し
た
一
人
で
あ
る
松
山
伊
助
直
幸
か
ら

家
康
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
直
幸
は
御
家
人
と
し
て
先
手
同
心
と
な
り
、

そ
の
息
子
で
あ
る
六
大
夫
直
章
か
ら
四
代
に
わ
た
っ
て
筒
持
同
心
を
勤
め
た
。

そ
し
て
直
義
の
父
直
重
は
松
山
家
六
代
目
と
し
て
筒
持
同
心
を
勤
め
て
い
た

が
、
そ
の
時
期
や
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
に
広
敷
伊
賀
者
と
な
り
、
支
配

勘
定
へ
昇
進
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、紀
伊
藩
主
の
吉
宗
が
八
代
将
軍
と
し
て
江
戸
へ
や
っ
て
く
る
と
、

紀
伊
藩
時
代
の
薬
込
役
が
諸
事
の
情
報
収
集
や
警
備
な
ど
の
た
め
に
御
庭
番
と

し
て
配
備
さ
れ
、
大
奥
の
出
入
り
な
ど
の
警
備
を
担
当
し
て
い
た
広
敷
伊
賀
者

に
も
多
く
の
旧
紀
伊
藩
出
身
の
者
が
配
属
さ
れ
た
（
深
井
雅
海
『
徳
川
将
軍
政

治
権
力
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
一
年　

三
七
九
～
三
八
二
頁
）。

  8
『
徳
川
実
紀
』
第
十
篇　

三
三
三
頁
。

  9
『
御
触
書
宝
暦
集
成
』
岩
波
書
店　

一
九
三
五
年　

二
七
一
頁
、
こ
の
史
料

で
は
「
長
崎
懸
り
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
勘
定
奉
行
の
加
役
名
に
つ

い
て
は
、
史
料
に
よ
り
多
少
字
が
異
な
る
（
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行
の
研
究
』

二
二
五
頁
。

 10
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行
の
研
究
』
二
二
四
～
二
二
五
頁
。

 11
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
四
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
五

年　

二
三
八
頁
。

 12
こ
の
書
付
の
内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（「
某
留
書
」『
通
航
一
覧
』

第
四
巻　

一
六
〇
頁
）。
す
な
わ
ち
、

　
　

�

当
秋
も
先
是
迄
の
通
、
小
出
大
助
代
り
合
と
し
て
和
泉
守
江
差
添
、
長
崎

江
被
差
遣
候
に
付
て
は
、
勤
方
の
儀
先
達
て
為
見
置
候
、
最
初
の
伺
書
并

勤
方
趣
意
書
の
趣
を
以
、
自
分
在
勤
の
節
の
通
相
心
得
、
第
一
唐
紅
毛
商

売
方
に
付
、
御
国
の
御
不
益
無
之
様
、
且
会
所
を
始
地
下
一
體
御
御
取
締

の
儀
、
諸
事
奉
行
の
助
に
相
成
候
様
心
附
、
不
依
何
事
奉
行
よ
り
対
談
有

之
儀
は
、
得
と
承
知
の
上
、
其
方
共
両
人
、
其
品
々
御
普
請
役
一
同
評
議

を
も
致
し
、
御
益
筋
等
惣
て
取
締
に
可
成
筋
の
儀
は
、
心
底
を
不
残
心
の

及
程
申
談
候
様
可
致
候
、
尤
其
方
共
心
付
候
義
も
有
之
候
は
ゝ
、
其
趣
奉

行
江
申
達
差
図
を
請
候
様
可
致
候
、
縱
初
の
儀
に
て
も
、
一
人
と
し
て
存

寄
ヶ
間
敷
申
達
間
敷
候
、
尤
御
勘
定
所
の
御
威
光
を
か
り
、
且
自
分
御
用

掛
り
等
訳
を
以
、
心
得
違
一
存
を
相
立
取
計
候
様
成
義
堅
致
間
敷
候

　

一�

惣
て
御
用
向
は
、
奉
行
よ
り
の
御
用
状
に
申
越
事
に
候
得
共
、
入
組
候
訳

も
有
之
、
其
方
共
評
議
に
も
及
候
儀
は
勿
論
、
地
下
風
聞
等
承
知
も
致
し

可
被
置
儀
は
、
江
戸
掛
り
江
申
遣
、
又
は
直
に
も
申
越
候
様
可
致
候
、
無

益
の
儀
は
申
越
に
不
及
候

　

一�

道
中
并
在
勤
中
奉
行
は
勿
論
の
義
、
右
家
来
地
下
一
統
江
対
し
、
か
さ
つ

成
儀
は
無
之
様
、
召
連
候
家
来
共
江
急
度
申
付
、
其
方
共
常
々
申
合
、
自

分
の
行
儀
を
相
慎
、
地
下
の
者
共
恥
敷
存
□
に
も
相
成
候
様
可
被
心
掛
候

　
　

右
の
趣
、
得
其
意
御
普
請
役
江
も
篤
為
申
聞
、
励
合
出
精
可
被
相
勤
候

　
　
　
　

明
和
七
年

　
　
　
　
　

寅
閏
六
月

 13
同
右　

一
五
七
頁
。

 14
鈴
木
康
子
『
長
崎
奉
行
の
研
究
』
第
二
章　

表
３
・
４　

六
四
―
六
七
頁
、

二
六
五
頁
。

 15
『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

長
崎
市
役
所　

一
九
二
五
年　

二
〇
七
頁
、
鈴
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木
康
子
「
天
明
前
期
の
長
崎
情
勢
と
長
崎
奉
行
の
特
質
―
戸
田
出
雲
守
氏
孟
を

中
心
と
し
て
―
」
松
方
冬
子
編
『
日
蘭
関
係
史
を
読
み
と
く
』
上
巻　

臨
川
書

店　

二
〇
一
五
年　

一
二
〇
頁
。

 16
森
永
種
夫
校
訂
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
長
崎
文
献
社　

一
九
七
四
年　

三
八
五
頁
、『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

二
〇
八
頁
。

 17
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
三
八
五
頁
、『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻
二
一
〇
頁
、

戸
田
出
雲
守
の
長
崎
貿
易
を
含
む
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
康
子
「
天

明
前
期
の
長
崎
情
勢
と
長
崎
奉
行
の
特
質
―
戸
田
出
雲
守
氏
孟
を
中
心
と
し
て

―
」
松
方
冬
子
編
『
日
蘭
関
係
史
を
読
み
と
く
』
上
巻
に
お
い
て
、
戸
田
の

貿
易
政
策
は
一
一
九
～
一
二
六
頁
、
急
死
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
三
〇
～

一
三
六
頁
。

 18
森
永
種
夫
校
訂
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
三
八
九
頁
、
末
吉
の
長
崎
に
お
け
る

施
政
の
方
針
や
失
脚
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
康
子
「
天
明
後

期
の
長
崎
情
勢
と
長
崎
奉
行
末
吉
摂
津
守
利
隆
」（『
花
園
史
学
』
第
三
五
号　

花
園
大
学
史
学
会　

二
〇
一
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

 19
黒
板
勝
美
編
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
二
年　

一
一
一
頁
。

 20
黒
板
勝
美
編
『
徳
川
実
紀
』
第
十
篇　

安
永
八
年
四
月
二
十
七
日
の
条
、

六
〇
二
頁
。

 21
『
通
航
一
覧
』
第
八
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
年　

四
八
五
頁
。

 22
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
第
八
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
五

年　

一
八
頁
）
で
は
、
寛
政
元
年
閏
六
月
二
十
日
「
長
崎
の
事
今
よ
り
後
広
民

一
人
に
て
う
け
た
ま
は
る
べ
き
む
ね
仰
を
か
う
ぶ
る
」
と
あ
る
。
松
山
の
四
回

目
に
派
遣
さ
れ
た
天
明
三
年
に
、
久
世
丹
後
守
が
長
崎
奉
行
と
し
て
務
め
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
松
山
は
久
世
と
も
面
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
松
山

の
立
場
を
開
か
れ
た
も
の
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
久
世
は
、
長
崎
で
は
評
判

の
よ
い
奉
行
で
あ
り
、
そ
の
う
え
代
々
老
中
を
務
め
る
久
世
家
の
出
身
で
あ
る

た
め
、
松
平
定
信
政
権
後
も
引
き
続
き
重
要
な
役
務
を
勤
め
続
け
、
実
に
一
三

年
間
も
勘
定
奉
行
職
に
在
任
し
て
い
た
。

 23
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
〇
巻　

一
七
二
頁
。

 24
『
御
触
書
天
保
集
成
』
下
巻
（
七
十
四
～
五
一
四
七
）
岩
波
書
店　

一
九
四
一
年　

三
一
九
頁
。

 25
『
通
航
一
覧
』
第
四
巻　

一
六
一
頁
。

 26
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

一
二
〇
頁
。

 27
「
寛
政
年
録
」『
通
航
一
覧
』
第
四
巻　

一
六
一
頁
。

 28
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
六
頁
。

 29
同
右　

三
九
五
頁
、『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

二
二
二
頁
。

 30
目
付
の
四
天
王
と
は
、
寛
政
三
年
正
月
頃
に
目
付
の
中
で
優
秀
で
あ
っ
た
人

物
の
こ
と
で
あ
り
、
平
賀
と
中
川
勘
三
郎
、
坂
部
十
郎
右
衛
門
、
井
上
図
書
を

指
す
（『
よ
し
の
冊
子
』
下
巻　

二
四
〇
頁　

随
筆
百
花
苑　

第
九
巻　

中
央

公
論
社　

一
九
八
〇
年
）。

 31
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
四
〇
〇
頁
、
松
山
が
長
崎
を
去
る
二
月
に
は
、
高
尾

伊
賀
守
の
替
わ
り
と
し
て
、
中
川
勘
三
郎
（
飛
騨
守
）
忠
英
が
長
崎
奉
行
に
着

任
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
、
目
付
の
四
天
王
の
中
で
二
人
が
長
崎
奉

行
に
着
任
し
た
こ
と
は
、
幕
府
が
い
か
に
長
崎
を
重
要
視
し
、
長
崎
奉
行
に
有

能
な
人
物
を
着
任
さ
せ
、
長
崎
施
政
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
窺
え

る
。
し
か
も
井
上
図
書
は
目
付
と
し
て
寛
政
三
年
に
長
崎
へ
派
遣
さ
れ
、
帰
路

で
死
去
し
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
、
四
天
王
の
中
で
三
人
が
長
崎
に
関
わ
る

任
務
を
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 32「
勘
定
組
頭
に
准
じ
た
る
松
山
惣
右
衛
門
直
義
本
職
と
な
る
」『
続
徳
川
実
紀
』
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第
一
篇　

二
七
九
頁
、『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
二
〇
巻　

一
七
二
頁
。

 33
「
寛
政
年
譜
」「
御
徒
方
万
年
記
」『
通
航
一
覧
』
第
七
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
年　

一
〇
一
～
一
〇
三
頁
。

 34
「
長
崎
の
奉
行
松
平
石
見
守
貴
強
勘
定
奉
行
と
な
り
、
先
務
を
兼
ね
国
事
司

ど
る
べ
し
」
と
あ
る
（『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

三
九
五
頁
）、『
新
訂
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
第
一
巻　

続
群
書
類
従
完
成
会　

一
九
六
四
年　

一
二
四
頁
。

 35
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
四
一
四
頁
。

 36
「
柳
営
日
次
記
」『
通
航
一
覧
』
第
四
巻　

一
六
二
頁
。

 37
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
七
頁
、『
通
航
一
覧
』
第
四
巻　

一
六
二
頁
。

 38
寛
延
元
年
に
勘
定
奉
行
松
浦
河
内
守
信
正
が
長
崎
奉
行
を
兼
職
し
長
崎
貿
易

改
革
を
実
施
し
、
宝
暦
十
三
（
一
七
六
三
）
年
に
は
、
石
谷
備
後
守
清
昌
も
両

職
兼
職
で
改
革
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
二
年
に
は
、
貿
易
改
正
令
の
際
、

長
崎
奉
行
水
野
若
狭
守
忠
通
に
両
職
を
兼
職
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
回
松

平
石
見
守
の
場
合
も
、
貿
易
の
改
変
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
両
職
兼
任
と
な
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

 39
森
田
安
一
編
『
ス
イ
ス
・
ベ
ネ
ル
ク
ス
史
』
山
川
出
版
社　

一
九
九
八
年　

二
九
九
～
三
〇
〇
頁

 40
羽
田
正
『
東
イ
ン
ド
会
社
と
ア
ジ
ア
の
海
』
講
談
社　

二
〇
〇
七
年　

三
三
二
頁
、
永
積
昭
『
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
』
近
藤
出
版
社　

一
九
七
一

年　

二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。

 41
斉
藤
阿
具
『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』
広
文
館　

一
九
二
二
年
（
再
版
一
九
八
五
年
）

一
二
頁
。
こ
の
時
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
の
は
中
川
飛
騨
守
忠
英
で
あ
っ
た
（
鈴

木
康
子
「
長
崎
奉
行
中
川
飛
騨
守
忠
英
に
つ
い
て
―
寛
政
～
文
政
期
に
お
け
る

知
識
人
官
僚
の
果
た
し
た
役
割
―
」『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
九

号　

二
〇
一
七
年　

五
七
頁
）。

 42
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
一
六
六
頁
、
斉
藤
阿
具
訳
『
ヅ
ー
フ
日
本
回
想
録
』

（
ヅ
ー
フ
日
本
回
想
録
・
フ
ィ
ッ
セ
ル
参
府
紀
行
）
異
国
叢
書　

雄
松
堂
書
店　

一
九
二
八
年　

七
九
頁
。

 43
斉
藤
阿
具
『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』
一
八
～
二
二
頁
、
斉
藤
阿
具
訳
『
ヅ
ー
フ
日

本
回
想
録
』
一
四
頁
。

 44
一
七
九
六
年
は
欠
航
、
九
九
・
九
八
年
は
エ
リ
ザ
号
、
九
九
年
は
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
号
、
一
八
〇
〇
年
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
号
、
一
八
〇
一
年
マ
ル
ゲ
レ
ー

タ
号
、
一
八
〇
二
年
は
二
艘
来
航
し
、
ス
ミ
ス
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
号
と
オ
ラ
ン
ダ

船
マ
ル
チ
ダ
・
マ
リ
ア
号
、
一
八
〇
三
年
は
レ
ベ
ッ
カ
号
で
あ
り
、
こ
の
期
間

オ
ラ
ン
ダ
船
は
マ
ル
チ
ダ
・
マ
リ
ア
号
一
艘
の
み
の
来
航
で
あ
っ
た
（
鈴
木

康
子
『
近
世
日
蘭
貿
易
史
の
研
究
』
一
六
七
頁
、
但
し
本
書
第
四
章
表
１
の

一
七
九
五
年
と
一
七
九
六
年
の
内
容
は
誤
り
で
、
両
年
の
内
容
が
逆
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
一
八
〇
四
年
の
仕
訳
帳
の
欠
損
の
部
分
は
『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』

四
一
頁
か
ら
補
っ
た
）。
な
お
、
斉
藤
阿
具
訳
『
ヅ
ー
フ
日
本
回
想
録
』
に
も
、

こ
の
時
期
の
傭
船
の
ア
メ
リ
カ
船
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、（
八
一
～

八
二
頁
）
そ
の
後
も
傭
船
の
オ
ラ
ン
ダ
船
や
ア
メ
リ
カ
船
が
文
化
年
間
に
入
っ

て
か
ら
も
日
本
へ
差
し
向
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
崎
の
役
人
や
オ
ラ
ン

ダ
人
た
ち
が
オ
ラ
ン
ダ
船
以
外
の
船
で
来
航
す
る
こ
と
が
慣
習
化
し
、
そ
れ
が

文
化
五
年
の
イ
ギ
リ
ス
船
の
フ
ェ
ー
ト
ン
号
を
安
易
に
長
崎
へ
入
港
さ
せ
て
し

ま
っ
た
原
因
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 45『
増
補
長
崎
略
史
』上
巻　

二
三
四
頁
、斉
藤
阿
具『
ヅ
ー
フ
と
日
本
』一
三
頁
。

 46
「
勘
定
吟
味
役
肥
田
十
郎
兵
衛
頼
常
長
崎
奉
行
と
な
り
、
百
五
十
石
加
恩
有

て
実
禄
三
百
石
と
な
る
」（『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

四
二
三
頁
）。

 47
同
右　

四
五
六
頁
。

 48
『
通
航
一
覧
』
第
七
巻　

一
〇
四
～
二
一
六
頁
、『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　
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二
四
二
―
二
四
三
頁
、
下
巻　

一
七
二
～
二
一
三
頁
、『
続
長
崎
実
録
大
成
』

五
八
二
―
六
八
六
頁
。

 49
『
通
航
一
覧
』
第
七
巻　

二
一
七
～
二
八
四
頁
。

 50
『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

二
四
六
～
二
四
五
頁
。

 51
同
右　

下
巻
二
一
六
～
二
四
二
頁
、『
通
航
一
覧
』
第
六
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
年　

三
九
八
～
四
五
五
頁
。

 52
三
宅
英
利
『
近
世
日
朝
関
係
史
の
研
究
』
文
献
出
版　

一
九
八
六
年　

五
六
五
～
六
一
六
頁
。

 53
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

五
六
二
頁
、
小
川
恭
一
編
『
寛
政
譜
以
降
旗
本

家
百
科
事
典
』
第
五
巻　

東
洋
書
林　

一
九
九
八
年　

二
六
四
二
頁
。

 54
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

五
八
三
頁
。

 55
「
近
藤
某
留
書
」（『
通
航
一
覧
』
第
二
巻　

国
書
刊
行
会　

一
九
一
三
年　

五
八
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
左
大
夫
は
御
用
掛
り
御
勘
定
吟
味
役
な
り
し
か
、

文
化
四
十
月
松
前
奉
行
を
命
せ
ら
れ
、跡
御
用
掛
松
山
惣
右
衛
門
な
り
」と
あ
る
。

 56
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

六
六
一
頁
、
朝
鮮
通
信
使
の
対
馬
聘
礼
も
無
事

終
了
し
、
江
戸
に
戻
っ
た
後
の
文
化
八
年
十
月
十
八
日
に
勘
定
奉
行
柳
生
な
ど

と
と
も
に
、
時
服
が
与
え
ら
れ
た
（
同
上　

六
七
七
頁
）。

 57
日
蘭
学
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
五
（
雄
松
堂
出
版　

一
九
九
七
年　

一
二
四
頁
）
で
は
、
朝
鮮
通
信
使
と
の
対
馬
で
の
謁
見
の
た
め
に
、
江
戸
か
ら

松
浦
藩
と
対
馬
藩
の
軍
隊
以
外
に
約
八
千
人
も
の
武
装
し
た
部
隊
が
対
馬
へ
向

け
出
発
し
、
今
年
朝
鮮
使
節
が
来
な
い
場
合
は
、
朝
鮮
へ
向
か
い
敵
対
行
動
を

す
る
と
の
命
令
を
受
け
て
お
り
、
万
事
対
馬
で
う
ま
く
事
が
運
ん
だ
場
合
は
、

委
員
団
が
長
崎
へ
一
月
滞
在
し
、
出
島
に
来
訪
す
る
と
の
噂
を
書
い
て
い
る
。

 58
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
七
～
八
頁
、『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

二
五
七
頁
。

 59
「
柳
生
主
膳
正
様
、
松
山
惣
右
衛
門
様
御
家
中
名
控
」
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
所
蔵

 60
「
柳
生
主
膳
正
様
松
山
惣
右
衛
門
様
御
用
達
詰
所
入
用
の
品
払
立
代
銀
帳
」

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵

 61
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
五　

一
四
八
頁
。

 62
同
右

 63
日
蘭
学
会
編
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
四　

雄
松
堂
出
版　

一
九
九
二

年　

三
〇
九
～
三
一
三
頁
。

 64
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵

 65
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
八
頁
。

 66
『
増
補
長
崎
略
史
』
上
巻　

二
五
九
頁
。

 67
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
五　

二
五
六
～
二
五
八
頁
。

 68
同
右　

二
六
五
頁
。

 69
同
右　

二
六
九
～
二
七
三
頁
。

 70
斉
藤
阿
具
訳
『
ヅ
ー
フ
日
本
回
想
録
』
二
四
一
～
二
四
二
頁
。　

 71
同
右　

二
三
九
頁
、
二
五
〇
頁
。

 72
同
右　

二
四
七
頁
。

 73
同
右　

二
四
五
～
二
六
一
頁
。

 74
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
六　

三
四
九
頁
。

 75
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵

 76
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』
六　

三
四
六
頁

 77
『
ヅ
ー
フ
日
本
回
想
録
』
二
九
二
～
三
一
三
頁
。

 78
『
続
徳
川
実
紀
』
第
一
篇　

七
五
四
頁
。

 79
同
右　

七
五
五
頁
。

 80
森
永
種
夫
編
『
犯
科
帳
』
七　

犯
科
帳
刊
行
会　

一
七
六
〇
年　

一
〇
六
～

一
〇
七
頁
、『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
』六　

一
六
四
、一
八
一
、一
九
四
、三
〇
二
頁
。


